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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像を作り出す方法であって、
　前記方法は、
　第一の非偏光全光線ビームスプリッタを使用して、画像形成光ビームを第一の反射ビー
ム部分及び第一の透過ビーム部分に分割する第一の分割ステップと、
　引き続き、第二の非偏光全光線ビームスプリッタを使用して、前記第一の反射ビーム部
分若しくは前記第一の透過ビーム部分を、第二の反射ビーム部分及び第二の透過ビーム部
分に分割する第二の分割ステップと、
　複数のビーム部分の少なくとも一部から、別個の光学検出器上に複数の画像を形成する
形成ステップと、
　を備えており、
　各々のビームスプリッタが、光量を除いて実質的に同一である反射ビーム部分と透過ビ
ーム部分とを形成することを特徴とする複数の画像を作り出す方法。
【請求項２】
　前記分割ステップが、
　前記第一のビームスプリッタが、引き続き、前記第二の反射ビーム部分を、第三の反射
ビーム部分及び第三の透過ビーム部分に分割するステップをさらに備えていることを特徴
とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記形成ステップが、前記第一の透過ビーム部分と、第二の透過ビーム部分と、第三の
透過ビーム部分とを使用して、複数の画像を形成することからなることを特徴とする請求
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項２記載の方法。
【請求項４】
　前記形成ステップが、前記第一の透過ビーム部分と、前記第二の透過ビーム部分と、前
記第二の反射ビーム部分とを使用して、複数の画像を形成することからなることを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記形成ステップが、前記第一の反射ビーム部分と、前記第二の反射ビーム部分と、前
記第二の透過ビーム部分とを使用して、複数の画像を形成することからなることを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記形成ステップが、前記第一の反射ビーム部分と、前記第二の透過ビーム部分と、前
記第三の反射ビーム部分とを使用して、複数の画像を形成することからなることを特徴と
する請求項２記載の方法。
【請求項７】
　第一のビームスプリッタの湾曲した背面と、第二のビームスプリッタの湾曲した前面と
、前記第二のビームスプリッタの湾曲した背面と、ダブレットレンズを備える前記第一の
ビームスプリッタと、ダブレットレンズを備える前記第二のビームスプリッタと、少なく
とも一つの補正レンズ系からなる群と、から選択された素子を使用することにより、少な
くとも一つのビームスプリッタを経由して透過されてきた前記ビーム部分における収差を
補正するステップを備えることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　第一のビームスプリッタが、第一の部分反射コーティングによって第一のプリズムの表
面及び／又は第二のプリズムの第一の表面を被覆し、前記第一及び第二のプリズムを一体
に接着することによって構成されており、従って前記第一のコーティングが前記第一のプ
リズムと前記第二のプリズムとの間に配設されており、前記コーティングがそれによって
前記第一のビームスプリッタを形成していることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記第一のビームスプリッタの前に配設された補正レンズ系を使用して、前記プリズム
によって前記ビーム部分において引き起こされる収差を予め補正するステップをさらに備
えていることを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記形成ステップが、各光学検出器上の画像を同時に取り込むことからなることを特徴
とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像が、それらの光量を除いて実質的に同一であることを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項１２】
　前記画像の所望の光量を実現するために、前記ビームスプリッタの反射率及び透過率の
値を選択するステップをさらに備えていることを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　高ダイナミックレンジ画像を形成するように前記同時に取り込まれた画像のうちの少な
くとも二つを合成するステップをさらに備えていることを特徴とする請求項１１記載の方
法。
【請求項１４】
　高ダイナミックレンジ映画又は映像を作り出すように他の複数の高ダイナミックレンジ
画像と共に前記高ダイナミックレンジ画像を組み合わせるステップをさらに備えているこ
とを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記画像形成光ビームを有効にコリメートするステップをさらに備えていることを特徴
とする請求項１記載の方法。
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【請求項１６】
　前記形成ステップの前に、対応する光学検出器上に画像を形成することを目的として、
前記ビーム部分のそれぞれを焦点合わせするステップをさらに備えていることを特徴とす
る請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　複数の画像を作り出す装置であって、
　画像形成ビームの光軸に対して４５°の角度をなすように位置合わせされた第一の非偏
光全光線ビームスプリッタであって、第一の反射ビーム部分及び第一の透過ビーム部分を
形成する第一のビームスプリッタと、
　引き続き前記第一の反射ビーム部分若しくは前記第一の透過ビーム部分を、第二の反射
ビーム部分及び第二の透過ビーム部分に分割する第二の非偏光全光線ビームスプリッタと
、
　前記ビーム部分のうちの少なくとも一部を結像するための複数の別個の光学検出器と、
　を備えており、
　各々のビームスプリッタが、光量を除いて実質的に同一である反射ビーム部分と透過ビ
ーム部分とを形成することを特徴とする複数の画像を作り出す装置。
【請求項１８】
　前記画像形成光ビームを形成するための画像形成レンズをさらに備えていることを特徴
とする請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記第二のビームスプリッタが、前記第一のビームスプリッタに対して４５°の角度を
なすように位置合わせされていることを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項２０】
　前記第二のビームスプリッタが、前記第一の反射ビーム部分又は前記第一の透過ビーム
部分の光軸に対して垂直に位置合わせされていることを特徴とする請求項１９記載の装置
。
【請求項２１】
　前記第二のビームスプリッタが、前記第一のビームスプリッタに対して９０°の角度を
なすように位置合わせされ、且つ前記第一の反射ビーム部分又は前記第一の透過ビーム部
分の光軸に対して４５°の角度をなすように位置合わせされていることを特徴とする請求
項１７記載の装置。
【請求項２２】
　前記第二のビームスプリッタが、前記第一のビームスプリッタに対して平行に且つ前記
第一の反射ビーム部分又は前記第一の透過ビーム部分の光軸に対して４５°の角度をなす
ように位置合わせされていることを特徴とする請求項１９記載の装置。
【請求項２３】
　少なくとも一つの前記ビームスプリッタが、薄いビームスプリッタと、ガラス板と、ペ
リクルと、ダブレットレンズと、アクロマートの固定されたダブレットとからなる群から
選択されることを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項２４】
　少なくとも一つの前記ビームスプリッタが、湾曲した背面及び／又は湾曲した前面を備
えていることを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項２５】
　前記ビームスプリッタのうちの一つと前記光学検出器のうちの一つとの間に配設されて
いる少なくとも一つの補正レンズ系をさらに備えていることを特徴とする請求項１７記載
の装置。
【請求項２６】
　少なくとも一つの前記ビームスプリッタが、二つのプリズムの間に配設されている蒸着
された部分反射層を備えていることを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項２７】
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　前記プリズムが一体に接着されていることを特徴とする請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　前記プリズムのうちの少なくとも一つのプリズムが、二つの面を備えており、各面が別
個のプリズムに接着されていることを特徴とする請求項２７記載の装置。
【請求項２９】
　前記第一のビームスプリッタの前に配設された補正レンズ系をさらに備えていることを
特徴とする請求項２６記載の装置。
【請求項３０】
　前記複数の光学検出器が、各光学検出器上の画像を同時に取り込むように構成されてい
ることを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項３１】
　それぞれの前記ビームスプリッタが、各光学検出器上の複数の前記画像の所望の光量を
実現するように選択された反射率及び透過率を備えていることを特徴とする請求項１７記
載の装置。
【請求項３２】
　複数の前記画像が、それらの光量を除いて実質的に同一であることを特徴とする請求項
１７記載の装置。
【請求項３３】
　複数の前記画像のうちの少なくとも二つが、高ダイナミックレンジ画像を形成するよう
に合成されることを特徴とする請求項３２記載の装置。
【請求項３４】
　前記高ダイナミックレンジ画像と、複数の他の高ダイナミックレンジ画像とが、高ダイ
ナミックレンジ映画又は映像を作り出すように組み合わせられることを特徴とする請求項
３３記載の装置。
【請求項３５】
　前記画像形成光ビームを有効にコリメートするための視準レンズ系をさらに備えている
ことを特徴とする請求項１７記載の装置。
【請求項３６】
　さらに、前記画像形成光ビームの中間画像面と実質的に一致するように配設された視野
レンズを備えていることを特徴とする請求項３５記載の装置。
【請求項３７】
　対応する光学検出器上に画像を形成することを目的として各ビーム部分を焦点合わせす
るための少なくとも一つの結像レンズ系をさらに備えていることを特徴とする請求項３５
記載の装置。
【請求項３８】
　前記第一のビームスプリッタが、プリズム若しくはビーム分割立方体の内部に配置され
た部分反射ビームスプリッタコーティングを備えていることを特徴とする請求項１記載の
方法。
【請求項３９】
　前記第一のビームスプリッタの前に配設された補正レンズ系を使用して、前記プリズム
によって前記ビーム部分において引き起こされる収差を予め補正するステップをさらに備
えていることを特徴とする請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　前記第二のビームスプリッタが、第二の部分反射コーティングによって第三のプリズム
の表面及び／又は前記第二のプリズムの第二の表面を被覆し、前記第二及び第三のプリズ
ムを一体に接着することによって構成されており、従って第二のコーティングが前記第二
のプリズムと第三のプリズムとの間に配設されており、前記コーティングがそれによって
前記第二のビームスプリッタを形成していることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４１】
　複数の前記画像の各々は、任意の他の前記画像に対して略２段以上の写真絞りだけ光量
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が異なることを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項４２】
　前記ビームスプリッタの少なくとも一つが、プリズム若しくはビーム分割立方体の内部
に配置された部分反射ビームスプリッタコーティングを備えていることを特徴とする請求
項１７記載の装置。
【請求項４３】
　前記第一のビームスプリッタの前に配設された補正レンズ系をさらに備えていることを
特徴とする請求項４２記載の装置。
【請求項４４】
　前記画像の各々は、任意の他の前記画像に対して略２段以上の写真絞りだけ光量が異な
ることを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項４５】
　複数の画像を作り出す方法であって、
　前記方法は、
　第一の非偏光全光線ビームスプリッタを使用して、画像形成光ビームを第一の反射ビー
ム部分及び第一の透過ビーム部分に分割する第一の分割ステップと、
　引き続き、第二の非偏光全光線ビームスプリッタを使用して、前記第一の反射ビーム部
分若しくは前記第一の透過ビーム部分を、第二の反射ビーム部分及び第二の透過ビーム部
分に分割する第二の分割ステップと、
　引き続き、前記第一のビームスプリッタが、前記第二の反射ビーム部分を、第三の反射
ビーム部分及び第三の透過ビーム部分に分割する第三の分割ステップと、
　複数のビーム部分の少なくとも一部から、別個の光学検出器上に複数の画像を形成する
形成ステップと、
　を備えており、
　各々のビームスプリッタが、光量を除いて実質的に同一である反射ビーム部分と透過ビ
ーム部分とを形成することを特徴とする複数の画像を作り出す方法。
【請求項４６】
　形成した複数の画像が、実質的に同一であるか、焦点を除いて実質的に同一であるか、
倍率を除いて実質的に同一であるか、のいずれかであることを特徴とする請求項４５記載
の方法。
【請求項４７】
　前記形成ステップが、各光学検出器上の画像を同時に取り込むことからなることを特徴
とする請求項４６記載の方法。
【請求項４８】
　同時に取り込まれた画像の第一の組から、第一の光学検出器に形成された第一の画像を
選択するステップと、
　引き続き、同時に取り込まれた画像の第一の組若しくは同時に取り込まれた画像の第二
の組から、第二の光学検出器に形成された第二の画像を選択するステップであって、前記
第二の画像は、第一の画像と異なる焦点若しくは倍率を備えている第二の画像を選択する
ステップと、
　映画又は映像を作り出すために前記選択された画像を組み合わせるステップとを更に備
えていることを特徴とする請求項４７記載の方法。
【請求項４９】
　前記光学検出器のうちの一つのみに一度に画像を取り込ませ、それによってカメラのフ
レームレートを増やすステップをさらに備えていることを特徴とする請求項４５記載の方
法。
【請求項５０】
　複数の画像を作り出す装置であって、
　画像形成ビームの光軸に対して４５°の角度をなすように位置合わせされた第一の非偏
光全光線ビームスプリッタであって、第一の反射ビーム部分及び第一の透過ビーム部分を
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形成する第一のビームスプリッタと、
　引き続き前記第一の反射ビーム部分若しくは前記第一の透過ビーム部分を、第二の反射
ビーム部分及び第二の透過ビーム部分に分割する第二の非偏光全光線ビームスプリッタで
あって、前記第一のビームスプリッタに対して４５°の角度をなすように位置合わせされ
ている前記第二の前記ビームスプリッタと、
　前記複数のビーム部分のうちの少なくとも一部を結像するための複数の別個の光学検出
器と、
　を備えており、
　各々のビームスプリッタが、実質的に同一である反射ビーム部分と透過ビーム部分とを
形成することを特徴とする複数の画像を作り出す装置。
【請求項５１】
　前記複数の光学検出器が結像させる複数の画像が、実質的に同一であるか、焦点を除い
て実質的に同一であるか、倍率を除いて実質的に同一であるか、のいずれかであることを
特徴とする請求項５０記載の装置。
【請求項５２】
　前記複数の光学検出器が、各光学検出器上の画像を同時に取り込むように構成されてい
ることを特徴とする請求項５１記載の装置。
【請求項５３】
　前記複数の光学検出器は、そのうちの一つのみに一度に画像を取り込み、それによって
カメラのフレームレートを増やすことを特徴とする請求項５１記載の装置。
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